
( 4 7 )

まんがでわかる

むつ市公共施設等総合管理計画

「量子」
りょうこ

「質子」「省子」
せいこ しつこ



　登場人物 
　量子…最適化家の長女。しっかり者で、几帳面。　　　省子…最適化家の次女。発想力が豊かで、行動派。 
　質子…最適化家の三女。器用で、ブランコ大好き。　　宗一郎お兄ちゃん･･･宮下宗一郎市長。アメリカ帰りで、博学多識。　　 



　キャラクターは、市民のみなさんに公共施設のあり方を見直しを身近に感じていただく
ため、取り組みの柱である「３つの最適化」をイメージしています。デザインは市職員に
よるもので、３姉妹のキャラクターを利用しながら分かりやすく情報発信していきます。



人口動向 

総人口と年齢３区分別人口の推移等

　むつ市の人口は、1985年の71,857人をピークに減少に転じ、2040年には42,000
人を割り込み、年齢構成別人口では、年少人口（１５歳未満）が9.4％、生産年齢人
口（１５歳から６４歳）が48.4％に減少、老年人口（６５歳以上）は42.1％に増加
すると推計されています。また、人口流出に伴う転出超過が相まって、本市の人口は
急速に減少すると予測されています。 
　人口減少と少子・高齢化は、人口と人口構成比の大きな転換を伴うことから、利用
状況や市民需要の変化に対応した適切な公共施設等の規模や配置とサービスの提供を
検討していく必要があります。 
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財政状況

　平成26年度普通会計における自主財源である地方税は17.9％で、地方交付税等に依
存した財政構造となっています。将来の人口減少などにより、その確保は、今後、一
層厳しくなるものと見込まれています。また、少子・高齢化の進行による社会保障関
係費の増加が今後の財政を圧迫する要因になると見込まれています。 
　このような極めて厳しい財政状況の中で、歳入規模に見合った財政規模への転換を
図るため、公共施設等の維持管理費用と更新等費用の縮減、財政負担の平準化（不均
衡をなくして均一になるようにすること）を図っていくことが重要となります。 
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公共施設の状況

　総施設数367施設1,072棟で、延床面積は約35万８千㎡です。割合では、学校
40.8％、公営住宅8.8％、スポーツ施設8.6％などとなっています。その内1981年
（昭和56年）以前の旧耐震基準で建築された公共施設の延床面積は約13万５千㎡
で、全体の37.7％を占めています。解体予定を除く市民一人あたりの面積は5.41㎡
で、同じ人口規模の自治体と比べると約1.1㎡広く、また、機能が類似する施設を保
有していることからも総量は多い状況にあります。 
　このような状況に対応するために、総量の縮減により更新や改修の発生そのものを
抑制することや維持管理に掛かる費用を縮減する保全方法への転換、品質の保持向上
による措置が重要になります。 
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更新等費⽤の推計 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総務省が公開している「公共施設等更新費⽤試算ソフト」を活⽤し、本市の公共施設を全て維持すると
仮定した場合（解体を予定している公共施設を除く）の更新等費⽤を推計したところ、今後 40 年間では年
平均 33.2 億円となりました。また、平成２４年度から２６年度の投資的経費（公共施設の改修、更新等を
⾏うための費⽤）の実績額が、平均 19.1 億円になっていますので、多額の財源不⾜に陥ることが予測され
ます。 
 
 

 

更新等費用の推計
40 年間の平均 33.2 億円 

直近 3年間の投資的経費 
平均 19.1 億円 

　総務省が公開している「公共施設等更新費用試算ソフト」を活用し、本市の公共施設を全て
維持すると仮定した場合（解体を予定している公共施設を除く）の更新等費用を推計したとこ
ろ、今後40年間では年平均33.2 億円となりました。また、平成２４年度から２６年度の投
資的経費（公共施設の改修、更新等を行うための費用）の実績額が、平均19.1億円になって
いますので、多額の財源不足に陥ることが予測されます。

更新等費用の推計
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公共施設マネジメント推進のための

３つの最適化

　　

「量」の最適化 
　施設の数や床面積等を増やさないことを基本に、一定の役割を終えた施設の廃止、
施設機能の集約などを行って、市の人口や財政の規模に合わせます。
「省」の最適化 
　現在の公共施設等の管理運営面において、改善の視点から無駄な費用が発生してい
ないか、安全かつ安心な施設環境が確保されているか、また、施設の有効な利活用が
進んでいるかなど、再点検や見直しを図ります。
「質」の最適化 
　施設の品質を適正に保ち、長期的に健全な状態を維持します。 
また、災害対策の強化や環境への配慮、誰もが使いやすい施設機能の充実等、新たな
時代の要請に応えるために、新しい公共サービスのあり方を検討し、豊かな市民生活
を創造します。
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　むつ市は、この公共施設マネジメントを推進することによ

り、厳しい財政状況の中にあっても将来に向けて公共サービ

スへの影響を最小限に抑え「安全・安心で快適な公共施設等

の提供」を目指し、社会的な必要性の変化や市民の需要動向

に対応した整備を行い、「次世代に負担を残さない最適な公

共サービスの実現」を図っていくこととしています。

　　終　わ　り
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